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1 略歴
• 大学卒業後、平成○年 4月に○○工業株式会社 (○○製造加工)に入社し、社内訓練において旋盤や NCの実習
を受け金属加工の基礎技術を身に付けた。

• その後、切削加工を中心に、成形加工や接合加工などを含む金属加工技術全般を習得し、スキルの幅を広げる
ことを目的として、勤務先で取り扱う製品加工技術をマスターするたびに転職 (昭和○年～平成○年に計○社)。
その結果○○関係部品であれば、○○レベルで正確に加工できる高度なスキルを獲得した。

2 職務経歴
職務 職務内容と主な保有技術

1 ○○○の
切削加工

旋盤
（計○年）

○○旋盤を用いた○○加工
・主に○○製品、○○部品などを担当
・○○の○○レベルでの切削が可能
・特に○○の○○加工が得意

フライス盤
（計○年）

フライス盤を用いた○○加工
・主に○○製品、○○部品などを担当
・○○レベルで○○まで切削する技術あり

NCマシン
（計○年）

NCマシン（○○社製○○シリーズや○○社製○○型など）を用いた
○○部品の○○加工一般
・○○部品を○○まで加工するためのプログラミング技術あり
・肉厚○○ミリの○○（SUS000）を平行度幾何公差 10ミクロン精度で
加工可

2 ○○○の成形加工（計○年） ○○による○○のプレス加工
・○○については○○の成型が可能

3 ○○○の接合加工（計○年） ○○によるアーク溶接
・○○の○○レベルの接合が可能

3 取得資格等
平成○年○月 機械加工技能士 1級（普通旋盤作業）
平成○年○月 機械加工技能士 1級（数値制御旋盤作業）

4 仕事への姿勢
• 私は金属加工（特に NCマシンによる切削加工）の技術を究めたく、これまで新しい技術の習得を目的として
○社を転職して参りました。

• 技術の進歩は日進月歩でこれで終わりというものはないものと心得ており、これからも技を磨いていく姿勢に
かわりはございませんが、念願の 1級技能士資格も 3つ取得することができ、今後は一つの職務に専心して、
技術の 幅広さよりも深さを追求していきたいと思うようになりました。
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